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事業戦略説明会
2023年9月28日



１.事業紹介
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３．事業戦略

（1）持続的成長に向けて

（2）企業価値最大化に向けて

４．経営基盤強化

（1）財務戦略

（2）人的資本

（3）ガバナンス

２.基本方針



１.事業紹介
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1.事業紹介～製品～
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システム製品

自動車製造用設備

軸受製品

ガスケット製品

ダイカスト製品
その他

金型

内燃機関を中心にビジネスを展開してきた

エンジン/駆動部品



インドネシア

1.事業紹介～拠点～
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タイホウコーポレーション
オブアメリカ

大豊工業株式会社

大豊精機株式会社

日本ガスケット株式会社

株式会社ティーイーティー

株式会社タイホウライフサービス

韓国大豊株式会社

タイホウコーポレーションオブタイランド

タイホウコーポレーションオブヨーロッパ

タイホウヌサンタラ株式会社

大豊工業（煙台）有限公司

常州恒業軸瓦材料有限公司

愛知県

本社工場
細谷工場
篠原工場
幸海工場

岐阜県

岐阜工場

鹿児島県

九州工場

ハンガリー

タイ

中国
韓国

アメリカ

国内：6拠点、海外：7拠点、国内子会社：4社

グローバルに展開し、自動車産業に貢献



２. 基本方針
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２０３０年を見据えた更なる成長の実現

持続的成長 企業価値最大化

≪財務戦略≫

・資産効率の最大化
・戦略投資
・長期安定的な配当

深化 探索

≪人的資本戦略≫ ≪ガバナンス強化≫

・人財育成
・風土づくり

・ｶﾞﾊﾞﾅﾝｽ体制の充実
・ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ遵守
・ﾘｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ体制の強化

経営基盤強化

事業戦略

２.基本方針
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地球環境とミライの社会に貢献VISION2025

【既存事業強化】
～稼ぐ力最大化～

【新領域・新事業創出】



0

500

1,000

1,500

19年度 20年度 21年度 22年度 23年度予想 25年度目標 30年度

新事業 新領域（電動化） 内燃機関

2030年に向けた方針

（億円）

持続的成長に向けて
【既存事業強化～稼ぐ力最大化～】

企業価値最大化に向けて
【新領域・新事業創出】

6.0％

8.0％

収益力向上が喫緊の課題

２.基本方針

【新領域/新事業】

3０％以上

２つの方針を軸に将来に向けた活動を進めていく

将来に向けた新事業創出が必要
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1,300



３.事業戦略
（1）持続的成長に向けて

【既存事業強化～稼ぐ力最大化～】

①生産集約
②造り方を変える
③デジタル活用
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３.事業戦略

（1）持続的成長に向けて 【既存事業強化～稼ぐ力最大化～】

“効率を最大化”し、生産性を上げる

①生産集約

③デジタル活用

工場の生産品目の集約
設備/エネルギー/人の効率化

多量品/少量品のすみ分け
生産の効率化

人を中心としたデジタル化
業務/作業の効率化
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②造り方を変える



３.事業戦略

（1）持続的成長に向けて ～①生産集約～

工場の生産品目の集約 ⇒ 設備/エネルギー/人の効率化

細
谷
工
場

軸受（多量少量混在）

本
社
工
場

岐
阜
工
場

九
州
工
場

軸受（多量少量混在）

軸受（多量少量混在）

スペース創出

ダイカスト

軸受（多量）

軸受（少量）

生産品目が散在！ 集約
※少量：1,000個/月 以下

ダイカスト

ダイカスト

11

岐阜工場

細谷工場

九州工場

新領域/新事業

2拠点に分散

熱源を一極化⇒エネルギー効率化

生産品目を集約⇒設備、人の効率化



３.事業戦略

（1）持続的成長に向けて ～②造り方を変える～

＜現状＞ 多量連結ライン

40分/回（3人作業）

・多量品、少量品が混在 ⇒

プレス
成形

面取り 穴あけ 溝切 爪だし 合わせ面
内面
加工

材料（コイル） エンジン用軸受

アン
コイラー

・段替え時 ： 全設備停止、一斉段替え/調整 ⇒
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アンコイラー

プレス成形

面取り

溝切

爪だし

合わせ面

内面加工

穴あけ

段替え回数多、生産量少



生産（多量）
生産
（少量）

【現状＝多量+少量】

軸受全体生産性：１０％以上向上

（1）持続的成長に向けて ～②造り方を変える～

３.事業戦略

段替え（40分）

【すみ分け】

多量品ライン

少量専用ライン（新たに着手）
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治具調整

可動率
(仕掛け品番/月）

60％
（40品番）

80％
(30品番)

70％
（80品番）

75％
（100品番）

段替え（40分）生産（多量）

生産
（少量）

進化：調整MIN化（来年度）

8：00 17：00



ロット渡し

コイル

端材

３.事業戦略
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（1）持続的成長に向けて ～②造り方を変える～

【多量連結ライン】

【少量専用ライン】

有効活用！

工程毎に適時治具調整可能！

連結

全設備停止⇒一斉段替え/調整

少量専用ライン



３.事業戦略

海外補修品とは
・・メンテナンス時等に使用する
交換用パーツ

（1）持続的成長に向けて ～②造り方を変える～

生産性向上成果 ⇒ 海外補修市場のシェアアップ

【強み】 ・新興国を中心に４０年以上の実績
・納期に対する顧客の高い信頼

内燃機関部品の供給責任を果たし、車両のライフサイクルを支え続ける！
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海外補修市場向（新興国）日本車軸受市場

60％
70％

現状 将来

※現行品番数：約7,000品番

【22年度 弊社 推定】



３.事業戦略

人を中心としたデジタル化 ⇒ 業務/作業の効率化

手で記入

⇒デジタル化
自動集計
～見える化

付加価値のない作業を自動化/効率化

人の運搬

⇒AGV化

「技能」は人が伝承！
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生産 物流 管理

生産 検査 記録 運搬
仕分け
出荷

データ
集計

資料
作成

人の目

⇒自動検知

（1）持続的成長に向けて ～③デジタル活用～



３.事業戦略
（2）企業価値最大化

【新領域/新規事業創出】
①社会課題解決への貢献
②電動化への貢献
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３.事業戦略
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（2）企業価値最大化 【新領域/新事業創出】

①社会課題解決への貢献

②電動化への貢献

グループシーズを結集 ⇒ 社会課題の解決と電動化に貢献

グループシーズを結集

要素技術

混練

異種金属接合

ダイカスト

熱流体解析

プレス

シール

抄造

計測解析

材料（粉体）

CAE解析

精密加工

搬送

表面処理

金型

設備



当社量産めっきライン実用設備

2023年8月 愛知県

『革新事業創造事業費補助金』
事業に認定
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3.事業戦略

（2）企業価値最大化
～①社会課題解決への貢献：カーボンニュートラルの実現に向けて～

超低エネルギーによる排水処理システムを構築

高性能膜を使用した独自の排水処理システム【システム概要】

従来：減圧加熱方式 本システム：電気のみ

本システムをめっき業界全体に広げていく！
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3.事業戦略

（2）企業価値最大化
～①社会課題解決への貢献：カーボンニュートラルの実現に向けて～

排液処理会社

排水タンク

めっき排水処理市場規模：４００億円

CO2排出量が多い

減圧加熱装置

排水処理コストを
抑えたい

ドライバー不足

大
企
業

中
小
企
業

Niめっき排液

処理費用：35円/L

めっき工程

めっき工程



3.事業戦略
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（2）企業価値最大化
～①社会課題解決への貢献：カーボンニュートラルの実現に向けて～

【めっき排水処理市場規模：400億円/年（概算値）】

20億

40億

2025 2026 2027

50億

2023 2024 2030

400億

自社Niめっきで
実証中

亜鉛、すずめっき
に事業展開

Niめっきを
中心に事業開始

あらゆるめっき種
に事業展開ラボを設立し、対象めっき種を広げる！

めっき以外の市場
に事業展開



3.事業戦略

（2）企業価値最大化 ～②電動化への貢献～

22高熱伝導材

異種材接合技術

樹脂混錬技術

材料技術を用いた新製品開発 ⇒ 商品を変える！

電池用クラッド端子

アルミ

銅

大豊材料 要素技術

アルミ

鉄

バイメタル軸受

樹脂コーティング

現在 将来

高熱伝導
樹脂コンポジット

樹脂材 金属粉

鉄

アルミ

ロール圧接

樹脂コート軸受
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４．経営基盤強化
（1）財務戦略
（2）人的資本
（3）ガバナンス



４.経営基盤強化

（1）財務戦略

5ヵ年
営業C/F
+

B/S改善
資金余力

戦略的投資
戦略投資・構造改革投資
将来成長に向け先行投資

株主還元・他
配当性向30％
配当20円/年
機動的な自己株取得

設備投資

償却費同等水準
投資規律強化

資本コストを上回る
ROEの実現を図る
ROE：8％以上

売上高：1,300億円

営業利益：6％以上

25
％

15
％

60
％

企業価値最大化 キャッシュイン キャッシュアウト

400億円
～

450億円稼ぐ力の最大化
既存事業の強化

既存事業で利益を稼ぎ、

「ポートフォリオ変革（新事業/新製品創出）」と「株主還元」へ優先配分
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４.経営基盤強化
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（2）人的資本経営

「人財」＝会社の最も大切な資本
積極的な「人」への投資と働きやすい環境づくりを図っていく

人
財
育
成

風
土
づ
く
り

海外トレーニー制度

スキルアップ制度

管理能力向上プロジェクト

企業内託児所設置

人事評価制度の整備

育児休業制度の拡充

駅伝大会 大豊祭

ボウリング大会

社員のチャレンジを後押しするしくみ、環境づくりを促進！

キャリアデザイン

選択型教育

リスキリング

マネジメント教育

女性活躍WG
IT、DX支援

教育
一体感

しくみ



４.経営基盤強化
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（3）ガバナンス

全てのステークホルダーに信頼される企業へ

ガバナンス強化

コンプライアンス リスクマネジメント

社是 「信頼の大豊」

・法規制遵守 ： 違反ゼロ
・内部通報制度 ： 22件（22年度実績）

⇒全て解決済

・コンプライアンス教育 ： 4回/年

・リスク調査 ： 1回/年⇒対策
・情報セキュリティ ：
自工会ガイドライン ９４％実施済

（22年度実績）

・BCM ： 1回/月 委員会実施

コーポレートガバナンスコード

全原則準拠



独自技術と若い力で、

明るい未来を切り拓く
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